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　区は、令和６年３月に策定した新たな基本構想で、将来像「心やすらぎ　未来へはば
たく　笑顔のまち　大田区」を掲げました。これを実現するための道筋となるのが、こ
の基本計画で、より具体的なビジョンを掲げています。
　めざすビジョンは３つ、「心豊かに日々の生活を送れるまち」「機能的な都市づくりが
進むまち」「デジタル技術を活用した利便性の高いまち」です。区民の皆様の生活を支
えるソフト施策の充実や、将来を見据えたハード整備に加え、今や我々の生活に欠くこ
とのできないデジタルの視点から、めざすまちの姿を描きました。区民の皆様と力を合
わせながら、このビジョンを実現し、こども・若者から高齢の方まで、皆様から「住み続
けたい」と思っていただける大田区をつくってまいります。
　ビジョンに加え、課題にもしっかりと向きあっています。「少子化」「つながりの希薄
化」「担い手不足」、これらを分野横断的かつ中長期的に取り組むべき共通課題として
明確化することで、地に足の着いた計画といたしました。また、区を取り巻く国内外の
情勢がめまぐるしく変化する中においても、計画の実効性を高めるための仕組みも導入
しています。基本計画と一体で策定し、個々の事業を定めた実施計画は、状況の変化や
検証評価を踏まえ、毎年度、更新することとしました。スピード感と柔軟性を持って計
画を進めてまいります。
　計画を着実に推進するためには、区が有する限られた経営資源を最大限、有効に活
用する必要があります。このため、自治体としての区を経営するに当たっての考え方等
をまとめた、持続可能な自治体経営実践戦略を、基本計画と合わせて策定しました。
新たに定めた経営理念のもと、人材育成、業務の効率化、多様な主体との連携・協働、
情報発信、強靱な財政基盤の構築、公共施設マネジメントなど、幅広い取組を実践して
まいります。
　結びに、計画の策定に当たり、貴重なご意見やご提案をお寄せいただいた皆様に、心
より感謝申し上げます。

   誰もが 住み 続けたい大 田区へ

令和７年３月
大田区長
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